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第三者保証報告（WEB版）

　ほとんどの環境データについては、駅や営業所のデータが支社やグループ会
社の単位で集約された上で、最終的に本社で集計され、報告されます。規模によ
る裾切りの基準を設けず、すべての駅やグループ会社の店舗・営業所のデータ
を集計対象としているため、集計の労力は大きく、かつ、データの精度を確保す
るための内部的なチェックに費やされる労力も大きいと推察します。今後、データ
精度をさらに向上させ、データ集計の効率化を図るためには、調査項目の定義な
どをさらに明確にし、周知するとともに、環境データの集計システムを導入するこ
とを検討されてはどうかと考えます。
　また、情報開示の面では、温室効果ガス排出量の開示においてGHGプロトコ
ルの利用がここ数年で拡大しており、CO2排出量がスコープ1～3の区分で開示
されることが多くなっていることを考慮すれば、CO2排出量をスコープ1～3の区
分で整理することも検討の対象になると考えます。自営発電を行われていること
から、CO2排出量をスコープ1～3で区分することが容易ではないという側面があ
りますが、一度整理をしてみることをお奨めします。
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